
　
昨
年
末
の
衆
議

院
選
挙
で
の
自
民

党
の
圧
勝
に
よ
っ

て
自
民
党
の
暴
走

が
続
き
、
医
療
介

護
総
合
確
保
法
な

ど
国
民
皆
保
険
が
形
骸
化
す
る

恐
れ
も
あ
る
中
に
あ
っ
て
、
指

導
・
監
査
の
名
の
も
と
に
、
行

政
に
よ
る
開
業
医
へ
の
締
め
付

け
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
2
0
0
9
年
度
か
ら
そ
の
業

務
が
地
方
厚
生
局
に
移
管
さ
れ

て
、
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
を
強

め
て
い
る
。
一
部
の
指
導
医
療

官
等
に
よ
る
高
圧
的
な
態
度
な

ど
、
全
国
で
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指

導
・
監
査
に
関
係
す
る
と
思
わ

れ
る
事
件
は
以
前
に
も
あ
っ
た
。

　
93
年
10
月
「
赤
ひ
げ
先
生
」

と
呼
ば
れ
た
37
歳
の
開
業
医

が
、
個
別
指
導
を
苦
に
自
ら
の

命
を
絶
っ
た
富
山
の
事
件
。
こ

の
自
殺
事
件
は
医
療
界
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
、
中
医
協
や
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
当

時
の
Ｔ
Ｖ
番
組
、
ラ
ジ
オ
で
も

流
さ
れ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
本
も
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
改
善
を
求
め
る
全
国
的

な
運
動
の
結
果
、
個
別
指
導
等

の
実
施
根
拠
で
あ
る
指
導
大

綱
、
監
査
要
綱
が
大
幅
に
見
直

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
も
残
念
な
が
ら
多
数
の

自
殺
者
の
報
告
が
あ
る
。
保
険

医
の
人
格
と
尊
厳
が
守
ら
れ
る

よ
う
な
指
導
・
監
査
の
実
現
を

目
指
し
て
、
20
年
以
上
た
っ
た

こ
の
事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
よ

う
行
政
の
指
導
・
監
査
に
目
を

向
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
指
導
・
監
査
の
目
的
は
保
険

診
療
の
制
度
が
適
正
か
つ
円
滑

に
運
用
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
指
導
は
診
療
報
酬
の
請

求
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼

と
し
て
い
る
。
監
査
は
内
容
、

請
求
上
の
不
正
等
が
疑
わ
れ
る

場
合
に
、
的
確
に
事
実
関
係
を

把
握
し
、
公
正
か
つ
適
切
な
措

置
を
行
う
と
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
に
は
指
導
か
ら
監
査
に
移

行
と
な
れ
ば
保
険
医
取
り
消
し

処
分
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、
行
政
は
保
険
医
の
人
権
や

不
利
益
処
分
な
ど
を
大
き
く
左

右
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　
昨
年
8
月
、
日
弁
連
か
ら

「
健
康
保
険
法
等
に
基
づ
く
指

導
・
監
査
制
度
の
改
善
に
関
す

る
意
見
書
」
が
出
さ
れ
た
。
我

々
に
は
大
き
な
力
と
な
る
。
期

待
す
る
こ
と
と
し
て
、
我
々
に

と
っ
て
も
今
後
の
診
療
改
善
に

も
つ
な
が
る
個
別
指
導
選
定
理

由
の
開
示
、
指
定
さ
れ
た
診
療

録
に
対
し
て
適
切
に
準
備
を
行

う
た
め
の
時
間
的
余
裕
、
い
る

だ
け
で
も
落
ち
着
け
る
弁
護
士

の
帯
同
（
立
会
権
）、
現
場
で

の
録
音
・
録
画
を
全
国
的
に
認

め
る
こ
と
な
ど
、
改
善
を
期
待

し
た
い
。
安
心
し
て
良
い
診
療

を
続
け
て
い
け
る
た
め
に
も
。

保
険
医
の
人
格
と
尊
厳
守
ら
れ
る

指
導
・
監
査
の
実
現
を

　
先
日
、
母

が
「
家
の
近

く
で
鶯
が
鳴

い
て
い
た

よ
」
と
一
言
。「
毎
年
、
春
が

来
た
ら
鶯
は
鳴
い
て
い
た
は
ず

な
の
に
ね
」
と
続
け
た
。
父
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
6
年
。
よ
う

や
く
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
の

だ
ろ
う
か
、
毎
日
の
日
々
の
変

化
、
自
然
の
営
み
を
感
じ
ら
れ

る
余
裕
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
私
自
身
ど
う
だ
ろ
う
。

日
々
の
仕
事
な
ど
に
追
い
回
さ

れ
、
周
り
の
こ
と
を
し
っ
か
り

み
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
少
し
自
信
が
な
い
▼
4

月
24
日
、
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
案
が
衆
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
強
行
採
決
さ
れ
た
。

最
近
、
様
々
な
重
要
な
法
案
が

一
括
し
て
採
決
さ
れ
て
い
る
▼

今
回
の
内
容
も
国
保
の
都
道
府

県
化
、
入
院
給
食
費
等
の
負
担

増
、
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化

計
画
見
直
し
に
よ
る
医
療
費
支

出
の
「
目
標
化
」、
紹
介
状
な

し
の
大
病
院
受
診
等
の
「
選
定

療
養
義
務
化
」、
患
者
申
出
療

養
創
設
な
ど
、
ど
れ
一
つ
と
っ

て
も
、
国
民
に
と
っ
て
大
切
な

内
容
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
十
分
な
議
論
も
せ
ず

一
括
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る

の
か
。
国
民
に
対
し
て
後
ろ
め

た
い
こ
と
は
一
括
で
早
急
に
決

め
て
し
ま
い
た
い
の
だ
ろ
う

か
。
十
分
に
議
論
し
て
い
く
と

い
っ
た
余
裕
が
全
く
み
ら
れ
な

い
▼
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

国
民
が
国
に
対
し
て
常
に
訴
え

届
け
て
い
る
声
や
思
い
は
、
全

く
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
暴
走
を
止

め
、
一
端
立
ち
止
ま
っ
て
、
今

進
ん
で
い
る
方
向
が
本
当
に
正

し
い
道
な
の
か
考
え
る
余
裕
が

ほ
し
い
。 

（
治
）

　
協
会
は
、
政
府
の
入
院
時
食
事
療
養
の
標
準
負
担
額
引
き
上
げ
方
針
に
つ
い
て
、
会
員
病
院

院
長
（
1
6
8
病
院
）
お
よ
び
栄
養
課
責
任
者
（
入
院
給
食
担
当
課
）
を
対
象
に
意
見
調
査
を

行
っ
た
。
調
査
か
ら
は
、
治
療
と
し
て
の
食
事
が
継
続
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
問
題
点
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
結
果
を
受
け
、
協
会
は
4
月
30
日
「
入
院
時
食
事
療
養
『
標
準
負

担
額
』
引
き
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る
緊
急
要
請
」
を
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
、
塩
崎
恭
久
厚
生
労

働
大
臣
ら
に
提
出
。
入
院
時
食
事
療
養
の
標
準
負
担
額
引
き
上
げ
を
再
考
し
、
撤
回
す
る
こ
と

に
加
え
、
標
準
負
担
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
な
く
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
京
都
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
も
要
請
内
容
が
実
現
で
き

る
よ
う
協
力
を
要
請
す
る
文
書
を
送
付
し
た
。
な
お
、
今
回
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会

員
病
院
院
長
、
栄
養
課
責
任
者
の
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

 

（
関
連
3
面
）

入院時食事
療 養 費

標
準
負
担
額
引
き
上
げ
撤
回
を

会
員
病
院
調
査
で
問
題
浮
き
彫
り
に

食
事
は
治
療
の
一
環

大
多
数
が
引
上
反
対

　
入
院
時
食
事
療
養
の
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
は
、
入
院
時
生

活
療
養
の
標
準
負
担
額
と
同
様

に
、
患
者
負
担
に
「
調
理
費
相

当
分
」
を
段
階
的
に
上
乗
せ

院
長
な
ら
び
に
栄
養
課
責
任
者

と
も
に
「
反
対
」
と
す
る
意
見

が
大
多
数
を
占
め
た
（
図
）。

反
対
の
理
由
と
し
て
、
食
事
は

治
療
の
一
環
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
以
上
の
患
者
負
担
は
無
理
が

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、

他
に
も
、
負
担
増
と
な
る
金
額

が
大
き
い
こ
と
、
病
院
の
収
入

が
増
え
る
と
誤
解
さ
れ
る
、
負

担
増
の
説
明
を
病
院
側
に
求
め

ら
れ
る
と
い
っ
た
危
惧
が
示
さ

れ
た
。

　
ま
た
深
刻
な
問
題
と
し
て
、

患
者
が
食
事
を
断
る
、
持
ち
込

み
等
の
増
加
で
、
栄
養
管
理
、

あ
る
。患

者
負
担
見
直
し
に

議
論
つ
く
し
た
の
か

　
4
月
28
日
、
入
院
時
食
事
療

養
見
直
し
を
含
む
医
療
保
険
制

度
改
革
法
案
は
衆
議
院
本
会
議

で
与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
、
参
議
院
に
送
ら
れ
た
。
衆

院
厚
労
委
員
会
で
の
本
法
案
の

審
議
時
間
は
19
時
間
で
、
入
院

時
食
事
療
養
費
等
の
見
直
し
の

議
論
に
い
た
っ
て
は
、
わ
ず
か

13
分
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

審
議
時
間
が
確
保
で
き
な
い
と

批
判
さ
れ
た
医
療
・
介
護
総
合

確
保
法
の
審
議
時
間
が
39
時
間

だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
20
時
間
も

短
く
、
議
論
さ
れ
た
と
は
到
底

言
え
な
い
状
況
だ
。

　
協
会
は
衆
院
厚
労
委
員
会
で

採
決
が
強
行
さ
れ
た
24
日
に
国

会
行
動
を
行
い
、
法
案
の
徹
底

審
議
と
「
患
者
申
出
療
養
」
創

設
等
の
中
止
を
要
請
し
た
。
5

月
13
日
か
ら
は
参
院
本
会
議
の

審
議
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
参

院
厚
労
委
員
会
で
の
採
決
も
今

月
中
に
行
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
協
会
は
最
終
盤
ま
で
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

衛
生
管
理
が
難
し
く
な
る
と
、

治
療
へ
の
悪
影
響
出
る
と
い
っ

た
懸
念
も
示
さ
れ
た
。

調
理
師
ら
の
配
置
で

「
治
療
効
果
望
め
る
」

　
調
理
師
の
配
置
状
況
や
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
質
問
し
た

が
、
献
立
通
り
に
正
確
に
調
理

す
る
た
め
に
調
理
師
配
置
を
必

要
と
し
て
お
り
、実
際
、ほ
と
ん

ど
の
病
院
で
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
調
理

技
術
は
治
療
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
考
え
が
大
多
数

を
占
め
、
正
確
な
調
理
だ
け
で

な
く
、
見
栄
え
の
面
で
も
技
術

を
発
揮
で
き
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。料
理
は
同
じ
材
料
、調

味
料
を
使
え
ば
同
じ
も
の
が
出

来
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

技
術
に
よ
り
お
い
し
く
な
り
、

治
療
に
活
か
せ
る
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
調
理
師
と
管
理
栄
養

士
が
取
組
む
こ
と
で
、
治
療
効

果
の
上
が
る
病
院
食
を
提
供
で

き
る
と
す
る
回
答
も
あ
っ
た
。

　
患
者
に
負
担
増
を
求
め
て
い

る
が
、
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ

る
入
院
時
食
事
療
養
費
自
体
は

引
き
上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
食

材
費
や
光
熱
費
の
上
昇
分
を
勘

案
す
る
と
病
院
（
医
療
機
関
）

側
に
も
負
担
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
負
担
を
せ
ず
身
を
削
っ
て

い
な
い
の
は
国
（
支
払
側
）
だ

け
で
あ
る
。
現
場
で
の
患
者
へ

の
説
明
も
、
負
担
増
額
分
が
大

き
い
だ
け
に
相
当
な
負
担
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら

に
栄
養
管
理
や
衛
生
管
理
に
影

響
が
出
か
ね
な
い
こ
と
を
想
定

す
る
と
、
標
準
負
担
額
は
す
で

に
限
界
の
額
に
達
し
て
い
る
と

言
え
、
標
準
負
担
額
引
き
上
げ

に
つ
い
て
再
考
さ
れ
る
べ
き
で

し
、
1
食
4
6

0
円
（
＋
2
0

0
円
）
に
ま
で

引
き
上
げ
る
と

い
う
内
容
で
あ

る
。
低
所
得
者

や
難
病
患
者
等

は
現
在
の
負
担

額
を
据
え
置
く

と
し
て
い
る

が
、
多
く
の
患

者
に
と
っ
て
は

負
担
増
と
な
る
。

　
調
査
で
は
、

引
き
上
げ
方
針

に
対
し
て
、
病
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地
区
医
師
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と
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（
舞
鶴
） 

（
2
面
）

標
準
負
担
額
引
き
上
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で
の
意
見
調
査
結
果 

（
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面
）

小
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上
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レ
ポ
ー
ト 
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面
）

図　標準負担額引き上げ方針に対する考え

0 20 40 60 80 100（％）

わからない 3人（7%）

反対　37人（80%）

賛成　6人（13%）

0 20 40 60 80 100（％）

わからない 6人（9%）

反対　49人（78%）

賛成　8人（13%）

【
病
院
長
】

【
栄
養
課
】

生保指定の申請は
お済みですか？

　平成26年６月30日までに生活
保護法による指定を受けていた
医療機関は、平成27年６月30日
までに、あらためて指定を受け
なければ７月１日以降は指定が
失効します。



　
協
会
は
4
月
18
日
、
舞
鶴
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
。
舞

鶴
医
師
会
か
ら
9
人
、
協
会
か

ら
5
人
が
出
席
し
た
。
懇
談
会

は
舞
鶴
医
師
会
理
事
の
奥
野
眞

樹
氏
の
司
会
で
進
行
。
最
初
に

同
会
会
長
の
梅
原
秀
樹
氏
は

「
舞
鶴
市
の
医
療
体
制
は
、
京

都
府
の
中
丹
地
域
医
療
再
生
計

画
に
沿
っ
て
、
市
内
各
公
的
病

院
の
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
般
財
団
法
人

舞
鶴
地
域
医
療
連
携
機
構
が
設

立
さ
れ
、
病
院
間
、
病
診
間
の

連
携
強
化
が
計
ら
れ
て
い
る
。

公
的
病
院
の
循
環
バ
ス
や
、
病

院
間
で
の
画
像
デ
ー
タ
の
情
報

共
有
を
行
う
た
め
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、
国
は
医
療
を
巡
る
取
組
を

進
め
て
い
る
が
、
社
会
保
障
制

度
改
革
の
先
行
き
は
ま
だ
不
透

明
だ
。
様
々
な
制
度
改
革
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
決
し
て
見

失
っ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
こ

と
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
存
続
さ

せ
る
こ
と
で
あ
り
、
将
来
に
わ

た
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
、
医
療
本
体
を
支
え
る
病

院
、
診
療
所
、
更
に
は
中
心
と

な
る
か
か
り
つ
け
医
の
支
援
が

必
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
垣
田
理
事
長
が

出
席
者
14
人
で
開
催
さ

れ
た
舞
鶴
医
師
会
と
の

懇
談

　
2
0
1
4
年
度
地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
は
、
4
月
18
日
の
舞
鶴
医
師
会
と
の
懇
談

を
も
っ
て
予
定
を
終
了
し
ま
し
た
。
14
年
10
月
か
ら
開
始
し
、
23
地
区
医
師
会
と
懇
談
。

そ
の
中
で
い
た
だ
い
た
協
会
の
活
動
に
対
す
る
多
く
の
ご
意
見
は
、
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
日
本
専
門
医
機
構
は
4
月
20

日
、
2
0
1
7
年
度
開
始
予
定

の
新
た
な
専
門
医
制
度
に
つ
い

て
、
総
合
診
療
専
門
医
を
養
成

す
る
た
め
の
枠
組
み
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
た
。

　
「
総
合
診
療
専
門
医
専
門
研

修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
案
）」
は
、

六
つ
の
「
到
達
目
標
」
と
五
つ

の
「
経
験
目
標
」
で
構
成
さ
れ

る
（
別
表
）。

　
例
え
ば
到
達
目
標
の
1
番
目

の
「
人
間
中
心
の
医
療
・
ケ

ア
」
を
み
る
と
、「
患
者
を
取

り
巻
く
家
族
、
地
域
社
会
、
文

化
な
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
関

与
し
て
い
る
こ
と
を
全
人
的
に

理
解
し
、
患
者
、
家
族
が
豊
か

な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
、
家

族
志
向
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
た
診
療
・
ケ
ア
を

提
供
す
る
」
と
あ
る
。
そ
の
具

体
的
な
目
標
に
は
、「
家
族
図

の
作
成
と
家
族
内
の
関
係
性
の

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
や
、「
家
族
の
関
係
性
に

対
し
て
家
族
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

も
含
め
た
介
入
が
で
き
る
」
な

ど
、
家
族
と
相
当
深
く
関
わ
る

13
項
目
を
、
努
力
目
標
の
Ｂ
で

は
な
く
、
必
須
目
標
の
Ａ
と
し

て
掲
げ
て
あ
る
。

　
一
方
、「
身
体
診
察
及
び
検

査
・
治
療
手
技
」や「
医
療
・
介

護
の
連
携
活
動
」
な
ど
五
つ
の

経
験
目
標
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
名
称
や
内
容
を
明
示
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
指
導
医
の
要

件
、
研
修
医
療
機
関
に
お
け
る

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
統
括
責
任
者
」

の
要
件
な
ど
を
提
示
。
指
導
医

候
補
に
つ
い
て
は
、「
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
の
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
認
定
医
、
及
び

家
庭
医
療
専
門
医
」
な
ど
の
ほ

か
、
六
つ
の
到
達
目
標
を
地
域

で
実
践
し
て
い
る
と
都
道
府

県
・
郡
市
区
医
師
会
か
ら
推
薦

さ
れ
た
医
師
も
あ
げ
た
。
臨
床

能
力
と
教
育
能
力
に
関
す
る
リ

【到達目標：６つのコアコンピテンシー】
１．人間中心の医療・ケア
　１）患者中心の医療
　２）家庭志向型医療・ケア
　３） 患者・家族との協働を促すコミュニ

ケーション
２．包括的統合アプローチ
　１） 未分化で多様かつ複雑な健康問題への

対応
　２）効率よく的確な臨床推論
　３）健康増進と疾病予防
　４）継続的な医療・ケア
３．連携重視のマネジメント
　１）多職種協働のチーム医療
　２）医療機関連携および医療・介護連携
　３）組織運営マネジメント
４． 地域志向アプローチ
　１）保健・医療・介護・福祉事業への参画
　２）地域ニーズの把握とアプローチ
５．公益に資する職業規範
　１）倫理観と説明責任
　２）自己研鑽とワークライフバランス
　３）研究と教育
６． 診療の場の多様性
　１）外来医療
　２）救急医療
　３）病棟医療
　４）在宅医療
【経験目標】
１．身体診察及び検査・治療手技
２．一般的な症候への適切な対応と問題解決
３． 一般的な疾患・病態に対する適切なマネ

ジメント
４．医療・介護の連携活動
５．保健事業・予防医療

ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
評
価
を
受

け
た
上
で
講
習
会
（
1
泊
2
日
程
度
）
を
修
了
す
る
こ
と
で
認

定
を
受
け
る
、
と
あ
る
。

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
協
会
か
ら

各
部
会
の
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、「
医
療
・
介
護
提
供

体
制
と
医
療
保
険
制
度
の
一
体

的
改
革
」「
新
専
門
医
制
度
と

総
合
診
療
専
門
医
」
の
解
説
を

行
っ
た
後
に
、
以
下
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
生
活
保
護
法
改
定
に

伴
う
指
定
申
請
に
つ
い
て
、
会

員
か
ら
「
精
神
疾
患
が
あ
り
、

複
数
回
受
診
に
つ
い
て
指
導
し

て
も
改
善
さ
れ
な
い
、

複
数
の
医
療
機
関
に
受

診
し
て
薬
を
も
ら
う
、

睡
眠
薬
を
複
数
の
医
療

機
関
で
も
ら
い
市
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら

相
談
さ
れ
る
、
と
い
う

患
者
が
あ
る
。
そ
う
い

う
面
倒
な
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
。
医
療

扶
助
は
意
見
書
の
記
載
料
も
無

料
だ
。
大
多
数
の
医
師
は
好
意

に
よ
り
制
度
を
支
え
て
い
る

が
、
医
師
に
と
っ
て
負
担
と
な

る
申
請
制
度
、
指
定
更
新
制
度

に
つ
い
て
、
協
会
は
ど
う
考
え

る
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
協
会
は
「
ご
指
摘
の
通
り

だ
。
生
保
医
療
を
縮
小
し
た
い

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
誘
導

す
る
意
味
も
あ
る
と
思
う
。
し

か
し
、
必
要
な
人
に
必
要
な
医

療
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
本

来
の
姿
で
あ
り
、
会
員
に
は
政

策
誘
導
に
乗
ら
な
い
で
、
生
保

医
療
扶
助
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、会
員
か
ら「
悪
意
を

持
っ
た
人
へ
の
締
め
付
け
は
、

違
う
方
法
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

良
識
を
持
つ
医
師
の
負
担
に
な

る
制
度
が
で
き
た
と
思
う
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
協
会
は
「
在
宅
医
療
に
お

け
る
同
一
建
物
居
住
者
に
対
す

る
訪
問
診
療
料
、
在
医
総
管
の

点
数
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
問
題

も
、
大
都
会
に
お
け
る
サ
高
住

で
あ
く
ど
い
こ
と
を
行
っ
た
一

部
の
医
療
機
関
を
規
制
す
る
た

め
に
、
真
面
目
に
や
っ
て
い
る

医
療
機
関
が
割
を
食
っ
た
の
は

明
ら
か
だ
。
施
設
側
も
訪
問
し

て
く
れ
る
医
師
が
い
な
く
な
っ

て
困
っ
て
い
る
。
弱
い
者
イ
ジ

メ
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。
協

会
で
は
在
宅
医
療
点
数
の
改
善

を
重
点
項
目
に
あ
げ
て
お
り
、

大
勢
の
会
員
の
声
を
あ
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
。

　
ま
た
、
難
病
医
療
も
複
雑
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
京
都
府
の

自
己
負
担
上
限
額
管
理
票
は
Ａ

4
の
ペ
ラ
紙
で
、
受
診
の
都
度

に
一
部
負
担
金
の
記
載
と
医
療

機
関
の
確
認
印
が
必
要
だ
が
、

実
用
性
に
問
題
が
あ
る
」
と
述

べ
た
。

　
そ
の
他
、
舞
鶴
市
に
お
け
る

病
院
再
編
、
地
域
枠
の
医
師
の

派
遣
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し

た
。

　
ま
た
、
同
機
構
は
4
月
6
日

の
理
事
会
で
、
2
0
2
0
年
度

か
ら
完
全
運
用
す
る
な
ど
と
し

た
「
機
構
認
定
専
門
医
制
度
の

更
新
基
準
」
を
ま
と
め
た
。
学

会
認
定
専
門
医
な
ど
を
対
象
と

す
る
移
行
措
置
は
19
年
度
ま
で

の
5
年
間
運
用
し
、
新
た
な
更

新
基
準
で
一
定
の
単
位
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
り
機
構
認
定
専

門
医
と
し
て
更
新
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
移
行
措
置
終
了
の
20

年
度
以
降
は
学
会
専
門
医
と
し

て
の
資
格
更
新
は
で
き
な
く
な

る
。
ま
た
、
17
年
3
月
以
前
に

旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
専
門
研
修

を
開
始
し
た
学
会
専
門
医
は
、

認
定
の
5
年
後
に
機
構
認
定
専

門
医
と
し
て
更
新
の
対
象
に
な

る
と
し
て
い
る
。

機
構
専
門
医
　
2
0
2
0
年
度
か
ら
完
全
運
用

再
び
戦
争
す
る
国
に
し
な
い

 

憲
法
集
会
で
3
0
0
0
人
が
訴
え

　
憲
法
記
念
日
の
5
月
3
日
、

「
生
か
そ
う
憲
法 

守
ろ
う
9
条 

戦
争
す
る
国
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
！ 

5・3
憲
法
集
会
in
京

都
」
が
円
山
野
外
音
楽
堂
で
開

催
さ
れ
、
市
民
3
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。

　
主
催
の
「
憲
法
9
条
京
都
の

会
」
世
話
人
の
一
人
で
も
あ
る

垣
田
さ
ち
子
協
会
理
事
長
は
、

戦
時
下
に
医
師
・
医
学
者
が

行
っ
た
7
3
1
部
隊
の
よ
う
な

過
去
の
問
題
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
そ
の
検
証
と
反
省
を
日
本

医
学
会
に
求
め
て
い
る
活
動
を

紹
介
。
二
度
と
戦
争
の
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
祖
父
母

や
親
の
世
代
が
払
っ
た
犠
牲
を

子
や
孫
に
伝
え
て
い
く
行
動
を

続
け
た
い
と
訴
え
た
。

　
元
防
衛
官
僚
で
内
閣
官
房
副

長
官
補
を
務
め
た
柳
澤
協
二
氏

が
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
亡

国
の
安
全
保
障
」
と
題
し
講
演

を
行
っ
た
。
柳
澤
氏
は
、
改
定

さ
れ
た
日
米
防
衛
協
力
指
針
と

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
安
保

法
制
に
つ
い
て
、
米
国
の
戦
略

と
一
体
化
す
る
こ
と
だ
と
指

摘
。
自
衛
隊
の
活
動
に
地
理
的

制
約
が
な
く
な
る
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
自
衛
隊
の
武
器

使
用
拡
大
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
し
た
。
イ
ラ
ク
で
は
現
地

の
人
に
一
発
の
銃
弾
も
放
っ
て

い
な
い
こ
と
で
一
人
の
犠
牲
も

出
さ
な
か
っ
た
（
そ
の
後
、
派

遣
隊
員
延
1
万
人
の
う
ち
29
人

が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
自
殺
）
が
、
武

器
を
使
っ
て
自
衛
隊
が
軍
隊
ら

し
く
振
舞
う
こ
と
は
、
隊
員
に

と
っ
て
も
日
本
に
と
っ
て
も
安

全
を
増
す
こ
と
に
は
決
し
て
な

ら
ず
、
憲
法
秩
序
あ
る
い
は
日

本
社
会
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る

も
の
だ
と
批
判
し
た
。

垣
田
理
事
長
が
開
会
挨
拶
で
非

戦
を
訴
え
。
左
は
柳
澤
協
二
氏

「保険講習会C」の
ご案内

3 カ月に 1 回のペースで開催 !

日　時 5月27日（水）
 午後２時～４時
①  新規開業医のための医療安全対策
の基礎知識

② 在宅医療点数の基礎知識
 ― 在宅医療を始める前に ―
場　所 京都府保険医協会・会議室
 ルームＡ
参加費 無料

要事前
申込

負
担
増
え
る
生
保
指
定
申
請
で
意
見
交
換

舞
鶴
医
師
会
と
懇
談

4
月
18
日
　
舞
鶴
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

総合診療専門医の研修カリキュラム項目

総合診療専門医の
カリキュラム公表
人間中心の医療など目標示す

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 5 月 2 0 日第 2 9 2 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



大多数が引き上げ反対
　入院時食事療養の標準負担額引き上げに対し、約８割が
「反対」とした一方で、約10％強が「賛成」とした（図１）。
　反対の理由として「調理を含め食事は治療の一環だか
ら」「患者負担をこれ以上増やすことに無理を感じるから」
に半数以上が回答したが、病院長は患者負担増に着目した
理由「患者負担をこれ以上増やすことに無理を感じるか
ら」が最も多く、栄養課責任者は食事が治療の一環である
ことに着目した「調理を含め食事は治療の一環だから」が
最も多かった（図２）。その他の理由では、「患者の中には
食事を断る日も出てくる可能性がある」「病院収入が増える
と誤解される可能性がある」「病院食離れの増加、持ち込み、
出前等の急増が考えられ、衛生面での確保が難しくなる」な
どが挙げられた。
　賛成の意見は少なかったが、その中で「誰かが負担しな
いと仕方ないから」という理由が最も多く、６割を超えた
（図３）。

病状に対応し正確に調理するために
　調理師の配置状況では、委託業者による配置を含めると
ほとんどの病院で「調理師」が配置されていた（図４）。
病院給食に「調理師」は必要かとの問いに対しては、「病

状に対応した献立通り正確に調理するために必要だ」との
回答が８割を超えた。「できるだけ必要だ」を含めると９
割を超えた（図５）。
　その他の理由では「正確な調理だけでなく、見栄えの面
でも技術を必要とすると考える」「ちゃんとした技術を
持った調理師と管理栄養士が取り組むことで治療効果の上
がる病院食を作ることができる」などが挙げられた。
　「調理」技術は治療に活かせるかとの問いに対しては、
「病状に対応した献立通り正確に調理することで、治療に
活かすことができる」との回答が病院長で９割近くを、栄
養課責任者で９割以上を占めた（図６）。その他の理由で
は、「料理は同じ材料、調味料を使えば同じものが出来上
がるわけではない。正確に、しかも技術を取り入れること
でおいしくなり、治療に活かすことができる」などが挙げ
られた。

入院給食は医療　本来の「療養の給付」へ
　自由意見欄では、▽財源不足を理由にすべてを患者に転
嫁するのは如何か▽治療の一環としての食事が崩れ、食の
安全性が保てなくなり、お弁当屋さんのように毎日同じよ
うな食事を提供するのでないので、大量仕入れができない

ため、コストを下げることもままならない▽入院給食は医
療の一環です。今回の引き上げ方針に断固反対するととも
に、入院給食を本来の療養の給付に戻すことを強く要求し
ます▽給食は医療の大切な柱です。栄養状態を適正に保つ
ことは、病気、怪我の治癒を早めていきます。患者負担が
増えれば結果として食事を取らない患者さえ出てくるので
はと心配します。負担増に反対します―などの声が寄せら
れた。

［意見調査実施方法等］
・実施期間：2015年3月2日～3月25日
・対　　象： 京都府内の会員病院（168病院）の

院長および栄養課責任者
・回　　答：院長 46人（回収率：27％）
　　　　　　栄養課責任者 63人（回収率：38％）
・目　　的： 入院時食事療養「標準負担額」引き

上げ方針に係る意見聴取
・方　　法： 質問票によるアンケート調査（質

問票を郵送し、郵送又はファック
スにて回収）

入院時食事療養「標準負担額」引き上げ方針に関する意見調査結果

図１　標準負担額引き上げ方針に対する考え
【病院長】

【栄養課】
0 20 40 60 80 100（％）

わからない 3人（7%）

反対　37人（80%）

賛成　6人（13%）

0 20 40 60 80 100（％）

わからない 6人（9%）

反対　49人（78%）

賛成　8人（13%）

図２　反対の理由
【病院長】

【栄養課】
0 20 40 60 80 100(％)

その他

患者負担増は無理

食事は治療の一環 26人 (70%)

30人 (81%)

2人 (5%)

0 20 40 60 80 100(%)

その他

患者負担増は無理

食事は治療の一環 41人 (84%)

26人 (53%)

9人 (18%)

図３　賛成の理由
【病院長】

【栄養課】

0 20 40 60 80 100(%)

その他

仕方ない

低所得者等への
配慮ある 2人 (33%)

4人 (67%)

1人 (17%)

0 20 40 60 80 100(％)

その他

仕方ない

低所得者等への
配慮ある

5人 (63%)

2人 (25%)

2人 (25%)

図４　「調理師」配置状況
【病院長】

【栄養課】

0 20 40 60 80 100（％）

配置なし 0人（0%）

配置あり
16人（35%） 委託業者により配置　30人（65%）

0 20 40 60 80 100（％）

配置なし 3人（5%）

配置あり
23人（36%）

委託業者により配置
　37人（59%）

図５　「調理師」は必要か
【病院長】

【栄養課】
0 20 40 60 80 100（％）

その他 2人（4%）

正確な調理に必要  37人（81%）

できるだけ必要   6人（13%）

不要　1人（2%）

0 20 40 60 80 100（％）
その他 3人（5%）

正確な調理に必要  51人（81%）

できるだけ必要   8人（13%）

不要　1人（1%）

図６　「調理」は治療に活かせるか
【病院長】

【栄養課】
0 20 40 60 80 100（％）

その他 5人（11%）

治療に活かせる   41人（89%）

治療に活かせない 0人（0%）

0 20 40 60 80 100（％）

その他 1人（1.5%）

治療に活かせる   61人（97%）

治療に活かせない  1人（1.5%）

演題

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 5 月 2 0 日 第 2 9 2 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月 5日･20日･25日発行

第68回定期総会

日時

場所

内容

7月26日 日  午後 1 時 ～ 7 時

ホテルグランヴィア京都 (JR京都駅ビル内)

② 午後 3 時10分～ 4 時50分

① 午後 1 時～ 3 時

第189回定時代議員会合併

第68回定期総会（第189回定時代議員会合併）
2014年度活動報告ならびに決算報告
2015年度活動方針（案）ならびに予算（案）等

講演会～木琴の演奏を交えながら～

「1935」をめぐって
通崎 睦美氏（音楽家・文筆家）
５歳の頃からマリンバをはじめた私は、2005年、往年の
名木琴奏者・平岡養一（1907－1981）の愛器を譲り受けま
す。それは、1935（昭和10）年アメリカで作られた木琴史
上最高峰といわれる名器でした。これをきっかけに、木琴
の歴史、木琴と共に生きた平岡養一の足跡を辿ることにな
りました。その結果生まれたのが、『木琴デイズ　平岡養
一「天衣無縫の音楽人生」』（第24回吉田秀和賞、第36回サ
ントリー学芸賞、講談社、2013）。本講演では、同著に基
づき、1928年、平岡がデビューリサイタルで用いたものと同型、座奏用の小さな木
琴の演奏（ピアノ：松園洋二）も交えながら、平岡の木琴人生を振り返っていきたいと
思います。私の趣味は、1930年代アンティーク着物のコレクション。また現在リノ
ヴェーションし、倉庫兼仕事場として使っている京都の長屋も、当時のもの。そんなお
話も交えながら、昭和初期の日本の懐かしい世界を楽しんでいただければと思います。

③ 午後 5 時～ 7 時 懇親会
フラメンコ・ワインテイスティング・福引き
（会員：1,000円、家族・従事者：5,000円）



　
最
近
、「
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー

モ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
ｈ
Ｍ
Ｐ

Ｖ
）」
と
い
う
名
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
今
回
の
講
演
は
、
ｈ

Ｍ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
に
つ
い
て
、
ウ

イ
ル
ス
学
、
疫
学
、
臨
床
像
、

治
療
、
臨
床
検
査
法
等
に
つ
い

て
網
羅
さ
れ
た
内
容
で
し
た
。

以
下
に
、
そ
の
一
部
を
報
告
し

ま
す
。

　
2
0
0
1
年
に
発
見
さ
れ
た

ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｖ
は
、
ウ
イ
ル
ス
学
的

に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）

に
近
い
。
最
近
、
ヒ
ト
体
内

に
、
両
方
の
ウ
イ
ル
ス
を
中
和

す
る
抗
体
を
産
生
す
る
Ｂ
リ
ン

パ
球
が
発
見
さ
れ
、
今
後
に
治

療
の
可
能
性
も
で
て
き
た
と
い

う
点
で
興
味
深
い
。

　
小
児
の
呼
吸
器
感
染
症
の
大

部
分
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、

小
児
は
短
い
期
間
に
複
数
の
ウ

イ
ル
ス
の
重
複
感
染
を
う
け

る
。
ウ
イ
ル
ス
の
不
顕
性
感
染

が
多
く
あ
り
、
感
染
源
に
も

な
っ
て
い
る
。

　
ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｖ
は
、
小
児
呼
吸
器

感
染
症
の
5
〜
15
％
に
検
出
さ

れ
る
。
疾
患
群
ご
と
の
検
出
ウ

イ
ル
ス
順
位
を
み
る
と
、
ク

ル
ー
プ
症
候
群
以
外
で
は
、
2

〜
5
番
目
に
多
く
検
出
さ
れ
る

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
成

人
で
も
2
〜
4
％
に
検
出
さ

れ
、
感
染
力
が
非
常
に
強
い
た

め
、
施
設
内
高
齢
者
で
の
検
出

率
が
高
い
。

　
臨
床
像
は
、
全
て
の
年
令
層

で
上
気
道
炎
か
ら
下
気
道
炎
ま

で
起
こ
す
が
、
小
児
期
で
は
、

多
く
が
不
顕
性
感
染
か
上
気
道

感
染
、
い
わ
ゆ
る
「
風
邪
」
で

あ
る
。
高
熱
の
持
続
と
、
喘
鳴

を
伴
い
呼
吸
困
難
を
起
こ
す
場

合
が
問
題
と
な
り
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う
な
熱
発
と
、
Ｒ

Ｓ
Ｖ
感
染
症
の
よ
う
な
呼
吸
器

症
状
が
一
緒
に
な
っ
た
症
状
」

と
捉
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。

高
熱
は
、
二
次
感
染
が
な
く
て

も
5
日
く
ら
い
続
き
、

7
日
以
上
で
は
、
細
菌

の
二
次
感
染
を
考
慮
す

る
。

　
ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
を

Ｒ
Ｓ
Ｖ
と
比
較
す
る

と
、
流
行
時
期
は
春
3

〜
6
月
（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
は
10

〜
3
月
）。
初
感
染
の
時
期
は

遅
く
5
歳
ま
で
に
75
％
（
Ｒ
Ｓ

Ｖ
は
1
歳
ま
で
に
70
％
）。
重

症
例
は
乳
児
よ
り
幼
児
に
多
い

（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
は
乳
児
が
重
症
）。
成

人
で
も
再
感
染
を
繰
り
返
す

（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
は
少
な
い
）。
臨
床
症

状
は
区
別
で
き
な
い
。
が
、
ｈ

Ｍ
Ｐ
Ｖ
は
高
熱
が
1
〜
2
日
長

く
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
で
は
中
耳
炎
が
多

い
傾
向
に
あ
る
。
胸
部
の
間
質

性
肺
炎
は
、
片
側
性
が
多
い

（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
は
両
側
性
）。

　
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
に
よ
る

h
M
P
V
抗
原
定
性
が
、
２

０
１
４
年
1
月
1
日
か
ら
保
険

適
用
と
な
り
、
日
常
診
療
で
の

ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
で
講
演
す
る
菊
田
氏

迅
速
検
査
が
可
能
に
な
っ
た
。

重
症
例
で
の
診
断
が
目
的
な
の

で
、「
画
像
診
断
に
よ
り
肺
炎

が
強
く
疑
わ
れ
る
、
6
歳
未
満

の
患
者
」（
外
来
、
入
院
問
わ

ず
）
だ
け
が
保
険
適
用
で
あ

る
。
感
染
予
防
は
難
し
く
、
軽

症
例
で
は
チ
ェ
ッ
ク
の
必
要
は

な
い
。
ウ
イ
ル
ス
量
の
多
い
検

体
を
採
取
す
る
に
は
、
発
症
か

ら
1
〜
4
日
の
早
す
ぎ
な
い
時

期
に
、
オ
リ
ー
ブ
管
を
使
っ
た

鼻
腔
吸
引
液
を
使
う
と
よ
い
。

　
明
日
か
ら
の
臨
床
場
面
で
す

ぐ
に
役
立
て
ら
れ
る
、
有
意
義

な
講
義
で
し
た
。

 

（
右
京
・
菅
野 

知
子
）

ま
す
。

　
患
者
が
署
名

を
行
う
契
機

は
、
医
師
か
ら

の
要
請
が
最
も

大
き
な
要
因
と

思
い
ま
す
。
患

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
今

回
の
場
合
は
、「
患
者
申
出
療

養
」
の
署
名
を
集
め
る
こ
と

で
、
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
ど
れ
だ
け
の
影
響
を

あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
こ
う
い
っ
た
署
名
を
集
め

る
こ
と
で
の
結
果

に
関
し
て
し
っ
か

り
と
し
た
確
信
が

も
て
な
い
で
い
る

点
も
あ
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
署
名
活
動
を
行
う
に
当
た
っ

て
、
そ
の
目
的
を
し
っ
か
り

も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
目
的
が
署
名

活
動
を
通
じ
て
要
求
の
内
容
を

広
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
な

の
か
、
要
求
を
勝
ち
取
る
た
め

に
で
き
る
だ
け
多
く
の
署
名
を

集
め
る
こ
と
が
目
的
な
の
か
。

そ
う
い
っ
た
目
的
に
よ
っ
て
署

名
活
動
、
署
名
の
内
容
は
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
患
者
署
名
に
関
し
て
は
、
一

言
で
患
者
が
理
解
で
き
る
、
解

り
や
す
い
内
容
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
私
達
医
師
側
が
一
言
で

患
者
に
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ

の
二
つ
が
医
師
側
、
患
者
側
双

方
が
署
名
活
動
へ
の
行
動
を
起

こ
し
や
す
く
す
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
、
署
名
活
動
を
行
う
に

時
は
、
こ
う
い
っ
た
点
を
し
っ

か
り
踏
ま
え
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

者
自
ら
が
署
名
の
内
容
を
読

み
、
確
認
し
て
署
名
す
る
と

い
っ
た
行
動
は
な
か
な
か
意
識

の
高
い
人
で
な
け
れ
ば
行
わ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
実
際
、
当
院
で
も
患
者
に

署
名
の
要
請
を
し
た
の
と
し
な

い
の
で
は
、
署
名
し
て
く
だ
さ

る
患
者
の
数
に
明
ら
か
な
差
が

で
ま
し
た
。

　
診
療
を
し
な
が
ら
患
者
に
署

名
を
要
請
す
る
に
は
、
伝
え
る

医
師
側
、
受
け
る
患
者
側
の
双

方
が
簡
単
に
伝
え
ら
れ
理
解
で

き
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
患
者
署
名
で
、「
患

者
申
出
療
養
」
に
関
し
て
十
分

に
理
解
し
て
署
名
し
て
い
た
だ

い
た
患
者
が
ど
の
程
度
い
た
か

は
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
患
者

が
医
師
へ
の
信
頼
感
か
ら
署
名

す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
こ
の
こ
と
も
と
て
も
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
私
達
医
師
側
の
問
題
と

し
て
、
署
名
を
集
め
る
こ
と
で

そ
の
要
求
を
ど
れ
だ
け
実
現
さ

副理事長
渡邉 賢治

正式裁判で
証拠開示を請求して !

　
今
回
の
協
会
の
署
名
活
動

で
、
会
員
署
名
の
う
ち
「
都
道

府
県
ご
と
に
医
療
費
を
管
理
さ

せ
る
国
の
ね
ら
い
に
反
対
し
府

民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
医
療

行
政
の
継
続
・
発
展
を
求
め

る
」
は
2
2
7
筆
、「
私
た
ち

保
険
医
は
混
合
診
療
拡
大
策
に

反
対
で
す
」
は
2
4
8
筆
、

ま
た
「
混
合
診
療
拡
大
策
の
中

止
を
求
め
る
要
求
書
」
の
患
者

署
名
は
3
9
6
0
筆
（
5
月
13

日
現
在
）
と
い
う
結
果
で
し

た
。
目
標
と
し
て
い
た
筆
数
に

は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
の
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
会
員
の
先
生
方
に
は
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
目
標
に
し
て
い
た
数
に

到
達
で
き
な
か
っ
た
原
因
と
し

て
、
特
に
患
者
署
名
に

関
し
て
は
、「
患
者
申

出
療
養
」
と
い
う
患
者

に
説
明
す
る
の
が
難
し

い
内
容
で
あ
っ
た
こ
と

が
一
つ
の
原
因
と
思
い

患
者
申
出
療
養
等
の

 

署
名
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
医
療
事
故
調
査
で
は
、
医
療

経
過
の
み
な
ら
ず
、
死
因
の
解

明
と
結
果
回
避
の
方
策
が
重
要

と
な
る
。
関
連
す
る
公
訴
事
例

を
示
す
。

　
妊
娠
第
37
週
の
女
31
歳
は
、

2
0
0
0
年
8
月
30
日
自
宅
で

前
期
破
水
し
、
翌
31
日
午
前
10

時
こ
ろ
Ｘ
産
婦
人
科
医
に
受
診

し
、
胎
児
の
感
染
症
防
止
に
陣

痛
誘
発
剤
で
同
日
出
産
と
診
断

さ
れ
、
入
院
し
て
プ
ロ
ス
タ
ル

モ
ン
Ｅ
錠
®
お
よ
び
プ
ロ
ス
タ

ル
モ
ン
Ｆ
注
射
液
®
が
投
与
さ

れ
た
。
午
後
2
時
30
分
頃
か
ら

徐
脈
傾
向
が
見
ら
れ
、
胎
児
仮

死
を
懸
念
し
て
3
時
過
ぎ
に
急

速
遂
娩
法
に
ク
リ
ス
テ
ル
法
お

よ
び
吸
引
分
娩
法
を
施
し
、
3

時
26
分
男
児
を
分
娩
し
た
。
分

娩
直
後
、
胎
盤
受
け
に
約

3
0
0
ml
の
血
液
が
あ
り
、
ホ

ス
ピ
タ
ル
マ
ッ
ト
に
は
羊
水
・

血
液
が
7
8
0
ｇ
染
み
込
ん

で
い
た
。
午
後
4
時
頃
か
ら
ラ

ク
テ
ッ
ク
®
輸
液
と
子
宮
収
縮

剤
パ
ル
タ
ン
®
が
開
始
さ
れ
、

4
時
30
分
頃
病
室
に
戻
っ
た
。

ナ
プ
キ
ン
交
換
時
40
ｇ
の
新
た

な
出
血
が
確
認
さ
れ
黒
っ
ぽ
い

色
で
あ
っ
た
。
5
時
20
分
ナ
プ

キ
ン
交
換
時
2
0
0
ｇ
の
出
血

が
認
め
ら
れ
め
ま
い
の
訴
え
が

あ
り
脈
拍
92
／
分
（
以
下
省

略
）で
あ
っ
た
。5
時
45
分
ナ

プ
キ
ン
交
換
時
3
0
0
ｇ
の
出

血
が
認
め
ら
れ
収
縮
期
圧
60
㎜

Hg
（
以
下
省
略
）、脈
拍
92
で
、

6
時
頃
Ｘ
に
報
告
さ
れ
、
パ
ル

タ
ン
®
筋
注
と
分
娩
室
へ
の
移

送
が
指
示
さ
れ
、
6
時
8
分
頃

に
診
察
開
始
さ
れ
、
血
圧
65
／

58
、
脈
拍
61
で
、
パ
ル
タ
ン
®

が
側
管
静
注
さ
れ
た
。
6
時
15

分
血
圧
65
／
53
、
脈
拍
35
で
、

点
滴
を
ラ
ク
テ
ッ
ク
®
輸
液
全

開
と
パ
ル
タ
ン
®
点
滴
30
滴
／

分
の
二
股
に
し
て
、
6
時
16
分

子
宮
内
容
清
掃
術
を
行
い
、
膣

鏡
を
用
い
内
診
し
7
1
0
ml
の

出
血
が
確
認
さ
れ
た
。
6
時
20

分
昇
圧
剤
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
が
側

管
静
注
さ
れ
血
圧
98
／
81
、
脈

拍
1
6
0
と
な
っ
た
が
、
2
分

後
に
収
縮
期
圧
66
に
低
下
し

麻
酔
科
医
師
2
人
が
到
着
し
蘇

生
措
置
に
当
た
っ
た
。
42
分
腹

部
が
膨
満
し
、
9
時
に
肺
水
腫

が
生
じ
、
10
時
10
分
死
亡
確
認

さ
れ
た
。

　
司
法
解
剖
で
は
、
死
因
は
子

宮
頚
管
裂
傷
に
よ
る
出
血
性

シ
ョ
ッ
ク
と
鑑
定
さ
れ
た
。

　
検
察
官
は
、
①
内
診
・
視
診

を
十
分
行
わ
ず
、
子
宮
頚
管
裂

傷
を
見
逃
し
、
②
シ
ョ
ッ
ク
時

に
十
分
な
輸
液
の
実
行
と
輸
血

用
血
液
の
手
配
を
怠
り
、
③
高

次
医
療
機
関
に
転
送
し
な
か
っ

た
過
失
を
根
拠
に
、
罰
金
刑
の

略
式
命
令
を
請
求
し
た
が
、
有

罪
で
は
後
日
医
業
停
止
の
行
政

処
分
も
生
じ
、
Ｘ
は
正
式
裁
判

を
申
し
立
て
た
。

　
裁
判
所
は
、
①
子
宮
頚
管
裂

傷
と
す
る
に
は
、
出
産
直
後
か

ら
持
続
的
な
鮮
紅
色
の
出
血
で

な
く
、
開
示
さ
れ
た
ホ
ル
マ
リ

ン
固
定
標
本
や
解
剖
時
写
真
か

ら
は
明
瞭
に
判
別
で
き
な
い
と

す
る
産
婦
人
科
医
師
の
証
言

（
3
人
）
や
鑑
定
意
見
書
が
あ

り
、
ま
た
、
②
Ｘ
は
、
午
後
6

時
16
分
時
点
で
、
5
時
45
分
頃

か
ら
シ
ョ
ッ
ク
状
態
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
、
す
で
に
開
始
の

輸
液
に
同
等
を
追
加
投
与
し
、

転
送
は
決
断
可
能
と
し
て
も
、

要
搬
送
時
間
や
搬
送
先
で
の
出

血
原
因
・
部
位
の
特
定
と
止
血

治
療
開
始
ま
で
の
診
療
経
過
を

考
え
れ
ば
、
す
で
に
輸
血
だ
け

で
救
命
可
能
な
状
況
に
な
く
、

救
命
の
確
率
は
不
明
な
い
し
高

く
な
く
、
輸
血
の
手
配
と
転
送

で
救
命
可
能
と
す
る
に
は
、
合

理
的
な
疑
い
が
残
る
と
し
て
無

罪
と
し
た
（
名
古
屋
地
判
平

19
・
2
・
27
、
飯
田
英
雄
『
刑

事
医
療
過
誤
Ⅱ
﹇
増
補
版
﹈』

5
4
2
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ

社
、
2
0
0
7
）。

 

（
理
事
・
宇
田 

憲
司
）

た
。
6
時
40
分
に
子
宮
頚
部
に

子
宮
収
縮
剤
を
筋
注
し
、
43
分

血
圧
1
6
3
／
1
2
5
、
脈

拍
37
と
な
っ
た
が
、
47
分
収
縮

期
圧
68
に
低
下
し
、
輸
液
や
エ

フ
ェ
ド
リ
ン
の
注
入
が
な
さ
れ

た
。
7
時
5
分
酸
素
投
与
さ

れ
、
15
分
に
輸
血
用
血
液
を
手

配
し
、
25
分
ナ
プ
キ
ン
交
換
時

に
1
7
0
ml
の
出
血
を
確
認
し

た
。
35
分
意
識
不
明
と
な
り
、

53
分
心
停
止
し
、
気
管
内
挿
管

の
上
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
大

学
病
院
に
応
援
要
請
し
、
8
時

15
分
輸
血
が
開
始
さ
れ
、
17
分

日本原水爆被害者団体協議会
事務局次長　藤森 俊希氏
日 時 6月30日（火）
 午後６時30分～
場 所 ハートピア京都
 大会議室
主 催  核兵器廃絶への道をひらく

2015年NPT再検討会議に向
けた京都からのアクション

先着200人・要申込

お
申
込
み
は

協
会
ま
で
　

核兵器のない世界を求める講演会

核兵器使用がもたらす
惨禍と非人道性
― NPT再検討会議を受け、私
たちは何をするべきか ―（仮題）

ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス

そ
の
構
造
か
ら
症
状
・
診
断
検
査
ま
で

小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
小
児
科
診
療
内
容
向
上
会
が
3
月
28
日
、
京
都
小
児
科
医

会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、M

eiji Seika 

フ
ァ
ル
マ
株

式
会
社
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
京
都
小
児
科
医
会
理
事
の

天
満
真
二
氏
が
「
レ
セ
プ
ト
審
査　
最
近
の
状
況
と
留
意

点
」
に
つ
い
て
解
説
。
特
定
医
療
法
人
と
こ
は
る
東
栄
病
院

副
院
長
、
小
児
科
医
長
の
菊
田
英
明
氏
よ
り
「
呼
吸
器
感
染

症
の
中
の
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
―
迅
速
ｈ

Ｍ
Ｐ
Ｖ
抗
原
検
査
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か
？
―
」
に
つ

い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

事
例
か
ら
医
療
事
故
調
査
を
考
え
る

2 0 1 5 年 (平成 2 7 年) 5 月 2 0 日第 2 9 2 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月 5日･20日･25日発行



　
Ｑ
、
特
定
疾
患
処
方
管
理
加

算
に
つ
い
て
、
外
用
薬
の
場
合

も
処
方
期
間
が
28
日
以
上
で
あ

れ
ば
、
長
期
加
算
65
点
の
対
象

と
な
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
当
該
外
用
薬
が
特
定
疾

患
に
対
す
る
投
薬
で
あ
れ
ば
、

長
期
加
算
の
算
定
が
可
能
で
す
。

な
お
、
外
用
薬
は
1
調
剤
分
を

1
単
位
と
し
て
レ
セ
プ
ト
に
記

載
す
る
た
め
、
28
日
以
上
分
か

ど
う
か
不
明
な
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
コ
メ
ン
ト
を
つ
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
40
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
顔
面
肝
斑
の
治
療
の
た
め
初

診
。
著
明
な
色
素
沈
着
体
質
で

あ
る
こ
と
を
説
明
の
上
、
し
み

取
り
ク
リ
ー
ム
、
Ｓ
Ｏ
Ｄ
（
活

性
酸
素
分
解
酵
素
）
を
投
与
し

た
。
そ
の
1
週
間
後
に
左
頬
部

に
2
㎝
×
2
㎝
大
の
レ
ー
ザ
ー

光
線
照
射
テ
ス
ト
を
施
行
し

た
。
患
者
は
右
頬
も
希
望
し
た

た
め
、
約
3
㎝
×
5
㎝
大
に
て

レ
ー
ザ
ー
照
射
し
た
。
そ
の
際

に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、

他
の
患
者
で
成
功
し
て
い
る
例

も
あ
り
、
ま
た
、
照
射
に
よ
る

皮
膚
反
応
も
時
間
の
経
過
と
と

も
に
消
退
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
施
行
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
が
、
本
人
に
と
っ
て
の
治
療

効
果
と
副
作
用
の
程
度
を
確
実

に
知
る
た
め
に
、
左
頬
の
テ
ス

ト
結
果
を
待
つ
よ
う
に
説
得
し

た
が
、
患
者
は
構
わ
な
い
の
で

施
行
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た

経
緯
が
あ
っ
た
。

　
左
頬
・
右
頬
と
も
合
計
3
回

施
行
し
た
。
通
常
テ
ス
ト
結
果

が
出
る
ま
で
に
約
6
カ
月
は
必

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

患
者
は
弁
護
士
を
通
じ
て
、
間

も
な
く
通
知
書
を
送
っ
て
き
た
。

　
主
な
内
容
は
予
想
外
に
し
み

が
強
く
、
こ
の
様
な
結
果
に
な

る
の
な
ら
ば
、
レ
ー
ザ
ー
治
療

は
受
け
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
更
に
医
療
費
自
己
負

担
分
と
慰
謝
料
を
請
求
し
て
き

た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
い

ま
だ
、
レ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
の
結

果
が
出
て
い
な
い
時
期
か
ら
、

ク
レ
ー
ム
を
付
け
ら
れ
て
も
対

処
の
方
法
が
な
く
、
照
射
部
の

皮
膚
炎
症
反
応
、
肝
斑
の
色
調

や
そ
の
後
の
変
色
は
時
間
の
経

過
と
と
も
に
消
失
し
て
い
く
可

能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。
更

に
レ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
の
リ
ス
ク

も
十
分
に
説
明
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
医
療
過
誤
は
認
め

ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
文
献
か

ら
見
て
美
容
外
科
的
処
置
で
は

な
く
、
皮
膚
病
変
に
対
す
る
形

成
外
科
的
あ
る
い
は
皮
膚
科
的

な
治
療
の
領
域
と
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

10
年
10
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
主
張
の
通

り
、
患
者
が
ク
レ
ー
ム
を
付
け

る
に
は
時
期
尚
早
と
考
え
ら
れ

た
。
ク
レ
ー
ム
を
付
け
て
以

来
、
患
者
は
来
院
し
な
く
な
っ

た
が
、
治
療
を
中
断
す
る
こ
と

は
患
者
自
身
に
と
っ
て
良
い
こ

と
は
な
い
。

　
左
頬
の
レ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
に

関
し
て
は
問
題
な
い
が
、
右
頬

の
レ
ー
ザ
ー
照
射
に
関
し
て
、

適
応
の
有
無
が
問
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
リ
ス
ク
は
患
者
に
十

分
説
明
し
て
お
り
、
患
者
の
希

望
通
り
に
施
行
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
過
誤
あ
る
い
は
判
断
ミ

ス
と
言
わ
れ
る
理
由
は
な
い
と

判
断
さ
れ
た
。

〈
顛
末
〉

　
患
者
側
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が

途
絶
え
て
久
し
く
な
っ
た
の

で
、
立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ

れ
た
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
休
業

補
償
制
度
は
、
他
府
県
に
先
駆

け
て
制
度
が
構
築
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
、
保
団
連
休
業
保
障
制

度
と
は
別
に
運
営
さ
れ
て
い

る
。
金
融
市
場
に
お
い
て
は
、

在
日
米
国
商
工
会
議
所
（
略

称
：
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
の
強
い
規
制

緩
和
要
求
が
長
年
行
わ
れ
て
い

た
が
、
1
9
9
0
年
代
の
終
わ

り
に
起
こ
っ
た
オ
レ
ン
ジ
共
済

事
件
（
ほ
と
ん
ど
詐
欺
。
出
資

さ
れ
た
資
金
の
ほ
と
ん
ど
は
回

収
さ
れ
な
か
っ
た
）
を
発
端
と

し
て
保
険
業
法
が
改
定
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
で
、
自
主
共
済

制
度
へ
の
監
督
が
厳
し
く
な

り
、
数
年
に
わ
た
っ
て
保
団
連

休
保
は
新
規
加
入
者
の
募
集
が

で
き
な
い
と
い
う
状
態
に
陥
っ

た
（
京
都
協
会
の
休
補
制
度
は

保
険
会
社
の
商
品
を
基
本
に
制

度
設
計
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

困
難
は
の
が
れ
た
）。

　
現
在
、
金
融
庁
と
の
粘
り
強

い
交
渉
の
結
果
、
保
団
連
休
保

は
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

と
も
な
っ
た
で
き
ご
と
で
あ
っ

た
。

　
保
険
医
年
金
は
京
都
協
会
か

ら
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
生
命
保

険
会
社
と
共
同
で
制
度
設
計
を

行
っ
て
い
た
た
め
、
上
記
の
よ

う
な
困
難
に
対
面
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
遵
守
の
名
目
の
も

と
、
保
険
医
年
金
も
加
入
資
格

要
件
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
、

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
結

果
、
家
族
従
事
者
ら
の
新
規
加

入
が
停
止
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く

こ
れ
も
先
に
書
い
た
オ
レ
ン
ジ

共
済
事
件
の
余
波
で
規
制
が
厳

し
く
な
り
、
ま
た
所
謂
「
世
間

の
目
」
も
厳
し
く
な
っ
た
た
め

の
自
己
規
制
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
保
険
医
年
金
の
会
員
資
格
要

件
を
医
師
以
外
に
広
げ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
更
に
議
論
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
違
反
し

な
い
範
囲
で
あ
れ
ば
、
加
入
資

格
を
医
師
会
員
に
限
定
せ
ず
、

広
げ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。
少
々
大
袈
裟
で
あ
る
が
、

と
も
に
医
業
に
携
わ
る
者
た
ち

の
結
束
や
熱
意
を
高
め
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
の
で
結
構
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
保
険
医
協
会
は
2
月
22
日
、

京
都
府
理
学
療
法
士
会
・
京
都

府
作
業
療
法
士
会
・
京
都
府
言

語
聴
覚
士
会
・
川
崎
医
科
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
教

室
と
の
共
催
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｍ
講
習

会
（
公
式
）
in
京
都
を
池
坊
短

期
大
学
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
で
開

催
。
医
師
、
理
学
療
法
士
ら
2

0
3
人
が
出
席
し
た
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｍ
と
は
機
能
的
自
立
度

教
ら
が
務
め
た
。
京
都
で
の
Ｆ

Ｉ
Ｍ
公
式
講
習
会
開
催
は
久
々

で
、
大
変
注
目
さ
れ
、
定
員
を

超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

講
習
会
は
適
宜
休
憩
時
間
を
設

け
て
考
え
る
時
間
を
作
っ
た

り
、
確
認
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
、
参
加
者
が
理

解
し
易
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
構

成
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

評
価
表（Functional Inde-

pendence M
easure

）
の

略
称
で
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
評
価
法
の
ひ

と
つ
。
臨
床
の
現
場
で
、
非
常

に
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

講
師
は
川
崎
医
科
大
学
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
教
室
の
花

山
耕
三
教
授
、
近
喰
由
美
子
助

　
春
の
叙
勲
で
、
西
田
一

彦
氏
（
乙
訓
）
が
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

春
の
叙
勲
を
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す

　
随
筆
（
8
0
0
字
程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩
な

ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
掲
載
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
し

ま
す
。
締
切
は
7
月
6
日
（
月
）。

銷
夏
特
集
号
へ
の
会
員
の
投
稿
募
集

レ
ー
ザ
ー
光
線
で
し
み
を
発
症

特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
に
つ
い
て

経
営
部
会

 

山
田 

一
雄

会員の結束固める
共 済 制 度 へ

針刺し事故等
 補償プラン

身近なリスクの備えに

8月1日から
1年間

被保険者が医療関係の業務に従事中に生じ
た偶然な血液暴露事故を直接の原因とし
て、HBVに感染後Ｂ型肝炎を発病して治
療を受けた場合、HCV・HIVに感染した場
合に保険金をお支払い

日常生活における急激かつ偶然な外来の事
故によるケガも補償

保険料は団体割引20
％を適用（京都府保
険医協会が契約者と
なる団体契約）

案内パンフレット（橙色の冊子）は本紙５月５
日号とともにお届けしました。ぜひこの機会に
加入をご検討下さい。お問い合わせは京都府保
険医協会（☎075-212-8877）まで。

1.

2.

3.
故によるケガも補償

保険料は団体割引20
％を適用（京都府保
険医協会が契約者と

中途でも

加入できま
す!!

（ ）団体傷害総合保険・
損保ジャパン日本興亜取扱い

詳細は本紙に同封の案内パンフレット（青色の冊子）をご覧下
さい。お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）
まで。

保険料は
25%割引
でお得！

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

○保険期間 8 月 5 日
 午後 4 時 から 1 年間
 （中途での加入も可能）

○会員のご家族も加入できます

◆  ゴルフプレー中に他人
に損害を与えた時

◆  ゴルフプレー中にご自
身がケガをした時

◆  ゴルフ用品に事故が
あった時

◆  ホールインワン・アル
バトロスを達成した時

 など

こんな時に
補償されます！ゴルファー保険に

ご加入ですか？

Ｆ
Ｉ
Ｍ
公
式
講
習
会
を
京
都
で
開
催
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医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
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ぜ
ひ
、ご
利
用
下
さ
い
！

　
協
会
は
専
門
家
対
応
に
よ
る

各
種
相
談
を
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
お
申

込
み
下
さ
い
。
30
分
間
無
料
。

▽
法
律
▽
税
務
▽
雇
用
管
理
▽
建

築
▽
資
産
運
用
▽
廃
棄
物
処
理

※ 

複
数
人
体
制
の
中
か
ら
、
ご

希
望
の
方
を
お
選
び
い
た
だ

け
ま
す
。

※ 

先
生
の
ご
都
合
の
良
い
日
で

日
程
調
整
し
ま
す
。

※ 

相
談
は
無
料
（
た
だ
し
、
1

事
案
1
回
か
ぎ
り
）。
1
事

案
に
つ
き
、
1
回
の
無
料
相

談
を
超
え
て
の
ご
相
談
は
、

個
別
相
談
に
移
行
し
有
料
に

な
り
ま
す
。

各
種
相
談
の
ご
案
内

な
っ
て
い
た
。
医
療
関
係
や
福

祉
・
保
育
な
ど
の
組
合
も
参
加

し
、
官
公
労
に
も
支
援
の
輪
が

広
が
っ
て
い
た
。
高
校
教
諭
や

大
学
の
教
員
も
い
た
。
医
師
、

弁
護
士
な
ど
も
加
わ
り
、
総
勢

46
人
で
あ
っ
た
。

　
私
は
当
時
、
新
設
さ
れ
た
京

民
医
連
副
会
長
）
な
ど
が
被
災

者
の
診
療
に
加
わ
っ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
小
林

充
医
師
（
現
・
京
都
民
医
連
副

会
長
）
も
参
加
し
た
。
熊
本
か

ら
は
、
被
災
者
、
労
働
組
合
の

メ
ン
バ
ー
、
弁
護
士
、
医
師
ら

14
人
が
議
論
に
加
わ
り
、
参
加

者
は
1
8
0
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
、
被
災
者
同
士

の
交
流
が
実
現
し
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
先
が
見
え
な
い
苦
し

い
生
活
が
続
く
中
で
、
分
か
り

合
え
る
仲
間
と
交
流
で
き
た
こ

と
自
体
が
大
き
な
励
ま
し
と

な
っ
た
。
労
災
認
定
や
裁
判
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
生
活
を
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
い
く
つ
も
の
課
題

を
参
加
者
が
共
有
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
胸
に
希
望
の
灯
が
点
っ

た
。

　
そ
の
年
の
8
月
に
新
た
に
二

吉中 丈志（中京西部）

見つめ直そうつめ直そう

15

都
民
医
連
中
央
病
院
へ
赴
任
し

て
お
り
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
、
循
環
器
疾
患
の
救
急
、
集

中
治
療
室
の
立
ち
上
げ
な
ど
に

奔
走
し
て
い
が
、
時
間
を
ひ
ね

り
出
し
て
熊
本
で
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
も
参
加
し
た
。
上
京
病

院
の
東
昌
子
医
師
（
現
・
滋
賀

き
ま
す
。
八
代
の
歴
史
、
文

化
、
産
業
に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。
白
い
煙
が
モ
ク
モ

ク
と
出
て
い
る
十
条
製
紙
、
八

代
で
は
C
S
　2
中
毒
だ
け
で
は

な
く
、
小
児
喘
息
に
も
多
く
の

人
々
が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
知

り
、
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
八
代
橋
で
は
、

バ
ス
を
降
り
て
興
人
と
十
条
製

紙
の
排
水
合
流
地
点
を
見
な
が

ら
、
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
白

く
濁
っ
た
水
が
流
れ
、
周
り
に

は
悪
臭
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
排

水
は
水
無
川
を
経
て
、
海
へ
と

流
れ
出
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
大
変
な
問
題
を
抱
え
た
町

で
し
た
。
患
者
、
家
族
、
そ
し

て
町
の
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
公

害
と
闘
う
様
子
に
と
て
も
心
を

打
た
れ
ま
し
た
」（
健
康
を
か

　「
レ
ー
ヨ
ン
工
場
に
お
け
る

二
硫
化
炭
素
中
毒
に
関
す
る
全

国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
3
年
連

続
で
行
わ
れ
た
。
初
回
の
倉
敷

市
に
続
い
て
、
1
9
9
2
年

12
月
に
は
熊
本
県
八
代
市
、
94

年
6
月
に
は
宇
治
市
を
会
場
と

し
た
。
い
ず
れ
も
レ
ー
ヨ
ン
工

場
の
立
地
で
あ
る
。

　
2
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
八
代
）
に
は
初
め
て
被
災
し

た
労
働
者
が
参
加
し
た
。
宇
治

か
ら
は
初
の
労
災
認
定
患
者
で

裁
判
を
起
こ
し
た
3
人
の
被
災

者
と
家
族
な
ど
が
熊
本
に
赴
い

た
。
提
訴（
87
年
）か
ら
5
年
、

支
援
の
輪
が
宇
治
や
城
陽
な
ど

地
域
全
体
に
広
が
っ
て
い
た
。

ユ
ニ
チ
カ
の
労
働
者
も
9
人
参

加
し
た
。
分
野
を
超
え
て
多
彩

な
労
働
組
合
が
加
わ
る
よ
う
に

え
せ
№
5
　
原
文
マ
マ
）。

　
最
初
の
原
告
で
あ
る
Ｙ
さ
ん

は
奥
さ
ん
に
体
を
支
え
ら
れ
て

参
加
し
た
。
自
分
の
体
が
ま
ま

な
ら
ず
、
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な

い
。「
め
い
わ
く
か
け
た
。
体

が
よ
く
動
い
た
。
帰
る
と
き
は

普
通
の
人
の
よ
う
に
ふ
る
ま
え

た
。
し
ん
ど
く
な
く
風
呂
に
も

硫
化
炭
素
中
毒
に
労
災
認
定
さ

れ
た
Ｆ
さ
ん
の
妻
は
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
次
の
よ
う

に
感
想
を
述
べ
て
い
る
。「
バ

ス
に
乗
っ
て
、
八
代
の
龍
峰
山

自
然
公
園
の
展
望
台
へ
、
展
望

台
か
ら
は
八
代
の
町
が
一
望
で

入
れ
た
。
一
人
で
廊
下
も
タ
ッ

タ
ッ
と
歩
い
た
。
熊
本
の
人
ら

も
わ
し
ら
と
同
じ
や
。
不
表
情

の
人
た
ち
も
い
た
。
…
話
が
で

き
な
か
っ
た
の
が
残
念
。
今
度

の
裁
判
に
は
行
き
ま
す
。
今
度

の
視
察
で
元
気
が
出
た
」（
同

原
文
マ
マ
）。
私
に
は
こ
れ
が

心
の
叫
び
だ
と
思
え
た
。

興
人
八
代
工
場
正
門

シンポジウムを報じた熊本日日新聞

患
者
ど
う
し
の
交
流

現在ご加入の年金を一部あるいは全部解約し、新たに加入申込みされる場合は 6 月10日（水）までに解約書類
を協会事務局までご提出下さい。保険医年金に関するお問い合わせは、京都府保険医協会・経営部会まで。

ご注意
下さい !

保険医年金は、三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命の受託生保会社が普及を
担当しております。訪問の際は、是非ご面談下さい。電話・訪問等が重なる場合がございますが、ご容赦下さい。

保険医年金 加入申込受付期間

6月20日（土）まで
※2015年９月１日付加入

（2014年 10 月 1 日現在）

月　払 １口１万円 30口限度（月30万円）

一時払 １口50万円 毎回40口（2,000万円）

1.259％予定利率
（最低保証利率）

加入
資格

満74歳までの協会会員
※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

加入
口数

これまでの運用実績

2011年度は0.050％の配当で 1.308％

2012年度は0.131％の配当で 1.390％

2013年度は0.200％の配当で 1.459％

2011年度は0.050％の配当で 1.308％

本紙にパンフレットを同封しています。ぜひご覧下さい。

ただいま
加入受付中!
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一
生
懸
命
に
拝
読
し
、
読
了

し
ま
し
た
。
門
林
岩
雄
氏
（
相

楽
）
の
集
大
成
と
思
わ
れ
る
書

籍
で
全
く
見
事
な
も
の
と
思

い
、
強
い
尊
敬
の
思
い
を
持
ち

ま
し
た
。
氏
は
学
者
で
あ
り
、

こ
の
著
書
で
記
載
さ
れ
て
い
る

現
代
詩
論
は
、
緻
密
か
つ
論
理

的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

初
か
ら
最
後
ま
で
叙
述
に
一
片

の
間
違
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。
正

論
正
確
で
し
た
。
脚
韻
を
経
て

の
自
在
四
行
詩
論
に
至
る
ま
で

寸
分
の
誤
り
も
な
く
、
医
学
的

な
立
場
に
立
脚
し
て
詠
ま
れ
た

詩
が
あ
る
こ
と
も
嬉
し
く
感
じ

ま
し
た
。

　
私
と
門
林
氏
は
長
年
、
詩

論
・
文
学
論
で
繰
り
返
し
議
論

し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
懐

か
し
く
思
い
出
す
と
と
も
に
、

今
ま
で
私
が
偉
そ
う
に
持
論
め

い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
た
こ
と

を
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
る
次

第
で
す
。

　
男
女
の
会
話
で
紡
ぐ
物
語
詩

「
生
き
る
」、
短
詩
と
続
き
、
詩

論
の
考
察
、
エ
ッ
セ
イ
と
、
氏

い
わ
く
「
ご
っ
た
煮
」
の
書
籍

と
表
現
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
現
代
詩
論
に
興
味
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ

た
方
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一

冊
で
す
。

 

（
北
丹
・
谷
口
　
謙
）

あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
詩
・
短
歌
を
考
え
る

門
林
岩
雄
氏（
相
楽
）が『
生
き
る
』を
上
梓

『生きる』（株式会社竹林館）
門林 岩雄著　定価2000円＋税

高浜で画期的決定も川内は申し立て却下
真に住民の視点に立った司法判断を

　
鹿
児
島
地
裁
は
4
月
22
日
、

九
州
電
力
川
内
原
発
1
・
2
号

機
の
再
稼
働
の
前
提
と
な
る
新

規
制
基
準
、
原
子
力
規
制
委
員

会
の
審
査
の
い
ず
れ
も
「
不
合

理
な
点
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

判
断
。
川
内
原
発
の
耐
震
安
全

性
に
問
題
は
な
い
と
認
定
し
、

周
辺
住
民
ら
が
再
稼
働
差
し
止

め
を
求
め
た
仮
処
分
申
し
立
て

を
却
下
し
た
。

　
5
月
6
日
に
は
、
住
民
ら
が

即
時
抗
告
を
福
岡
高
裁
に
行

い
、
あ
ら
た
め
て
川
内
原
発
再

稼
働
の
差
し
止
め
を
求
め
て
い

る
。
協
会
は
こ
れ
ら
を
受
け
、

人
々
の
健
康
と
生
命
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
原
発
再
稼
働
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
る
抗
議
声
明

を
、
電
力
会
社
お
よ
び
政
府
に

届
け
た
。

　
声
明
で
は
、
4
月
14
日
に
関

西
電
力
高
浜
原
発
3
・
4
号
機

に
対
す
る
再
稼
働
差
し
止
め
の

申
し
立
て
に
対
し
、
福
井
地
裁

が
新
基
準
は
「
緩
や
か
に
す

ぎ
、
合
理
性
を
欠
く
」
と
指

摘
。
新
基
準
を
満
た
し
て
も
安

全
性
は
確
保
さ
れ
な
い
と
判
断

し
、
住
民
ら
の
訴
え
を
認
め
て

仮
処
分
を
決
定
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。

　
福
井
地
裁
の
決
定
理
由
で

は
、
各
電
力
会
社
が
想
定
す
る

最
大
の
揺
れ
（
基
準
地
震
動
）

を
超
す
地
震
が
、
2
0
0
5
年

以
降
だ
け
で
福
島
第
一
な
ど
4

原
発
が
5
回
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
、
想
定
そ
の
も
の
が

信
頼
性
を
失
っ
て
い
る
と
し

た
。
ま
た
、
万
が
一
の
危
険
と

い
う
領
域
を
は
る
か
に
超
え

る
、
現
実
的
で
切
迫
し
た
危
険

が
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。

　
協
会
は
、
住
民
ら
の
人
格
権

が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る

と
認
め
た
画
期
的
な
決
定
で
、

ま
さ
に
住
民
の
視
点
に
立
ち
、

人
々
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め

に
行
っ
た
素
晴
ら
し
い
司
法
判

断
と
賞
賛
し
た
。

　
一
方
で
、
鹿
児
島
地
裁
が
こ

の
決
定
の
内
容
を
な
ん
ら
顧
み

る
こ
と
な
く
、
仮
処
分
申
し
立

て
却
下
と
し
た
こ
と
は
、
福
島

第
一
原
発
事
故
を
直
視
せ
ず
、

九
州
電
力
あ
る
い
は
政
府
の
主

張
だ
け
に
耳
を
傾
け
た
結
果
だ

と
指
摘
。
協
会
は
、
真
に
住
民

の
視
点
に
立
っ
た
司
法
判
断
を

強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
福
井

地
裁
の
決
定
を
電
力
会
社
や
政

府
が
真
摯
に
受
け
止
め
る
よ
う

求
め
た
。

原発再稼働差し止め

基金
国保

９日
（火）

10日
（水） 労災

10日
（水）

○ ◎（※） ◎（※）

６月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日
（※）オンライン請求の場合は 10日24:00迄。
受付時間：基金  午前９時～午後５時30分
　　　　　国保  午前８時30分～午後５時15分
　　　　　労災  午前８時30分～午後５時15分


